
４．上記以外の情報 

 ４ 国際交流・社会貢献等の概要及び連携事業実施内容 

  (２)大学間連携、産官学連携、地域連携及び連携事業実施内容 

 

大学間連携 

  ●短期大学コンソーシアム九州 

  ●大学コンソーシアム佐賀 

  ●九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プラットフォーム 

    

○放送大学 

   ・単位互換に関する協定 

  〇長崎短期大学 

   ・包括的連携に関する協定書 

 

産官学連携 

○一般財団法人 公園財団（吉野ヶ里歴史公園）（包括的学術提携協定） 

  ほか 産業界と連携し、インターンシップやアクティブラーニングなどを通じて学生

が就業意識や社会人基礎力を身につけることを目的としている。 

  ○株式会社ミズ（連携協力に関する包括協定） 

  ○福博印刷株式会社（産学連携に関する協定） 

  ○株式会社西日本旅行（産学連携・インターンシップに関する協定） 

  ○共同組合アルタ・ホープグループ（産学連携に関する協定） 

  ○株式会社ティーウェイ航空福岡支店（韓国・産学連携） 

  ○株式会社ファルコンウィング（地域貢献や人材育成を行うための連携協力） 

 

地域連携 

・連携協力に関する包括協定 

○嬉野市（佐賀県嬉野市） 

○白石町（佐賀県杵島郡白石町） 

  ○佐賀商工会議所（佐賀県佐賀市） 

  ○小城市（佐賀県小城市） 

  ○武雄市（佐賀県武雄市） 

・包括的連携・協力に関する協定 

○佐賀市（佐賀県佐賀市） 

 

 

 

 

（公表日：令和 5年 10月 1日） 

https://www1.niu.ac.jp/platform/


※連携事業の実施について(取組み内容) 

(1)地元産業界等との地域の課題解決に向けた連携事業 

 【サガライトファンタジーでまちなか活性】 

 1．連携している地元産業界等の組織名称 

 佐賀市役所 

 2．当該連携事業における地域の課題、その解決に向けて設定した目標 

  課題：まちなかのにぎわい、きっかけづくり 

 目標：学生を含め、地域の方にまちなかに出てくるきっかけを作ること 

 3．課題解決に向けて実施する内容 

 学生による現地での活動 

 

(2)地元産業界と連携した実践的 PBL を含む授業科目 

 【地域みらい学】 

1.連携している地元産業界等の組織名称 

 佐賀市役所 

2.当該授業等を実施する学部・学科 

 地域みらい学科 

3.当該授業などを開講する目的 

 「地域みらい学 I・II」(１,2 年次科目) 

     この科目は地域みらい学科の必修科目であり、１年次および 2 年次にそれぞれ開講さ

れ、チーム分けをしてプロジェクトに取り組む。１、２年生のピアで実施するものであ

り、対話を重視している。自分の生活する地域を理解し、対話のなかから課題に対応し

ていくことを目的としている。 

4.当該授業等の具体的内容 

 当該科目は地域の課題をチーム毎に設定し、PBL に取り組んでいる。佐賀の福祉に関す

る理解を当事者との交流から深めたり、佐賀地域の隠れた由緒を紐解き、観光紹介をした

りといったことに取り組んでいる。なかでも佐賀市と協力し、まちなか活性を課題として

取り組むチームは、12 月（クリスマス）に合わせて、佐賀市中央通りに「シンボルツリー」

を設置し、点灯式イベントを開催した。まちなかに若い世代も足を運んでもらうために、

ツリーのテーマを決め、小さな子をでも楽しめるようなもとを作った。 

 

 

 

 

（公表日：令和 5 年 3 月 30 日） 
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